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サプティー株式会社

東
京
・
銀
座
中
央
通
り
の
街
灯
フ
ラ
ッ
グ
。
通
り
の
両
サ
イ
ド
に
一

列
に
掲
げ
ら
れ
た
何
十
枚
も
の
ク
リ
ス
マ
ス
用
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
が
、

12
月
25
日
の
夜
中
を
境
に
一
斉
に
日
の
丸
国
旗
に
入
れ
替
わ
る
。
新
年

を
迎
え
る
銀
座
が
見
せ
る
毎
年
恒
例
の
風
物
詩
だ
。
こ
の
銀
座
の
街
灯

フ
ラ
ッ
グ
を
数
十
年
間
に
わ
た
り
手
掛
け
て
い
る
の
が
、
旗
や
幟
（
の

ぼ
り
）、
横
幕
、
懸
垂
幕
な
ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
布
製
メ
デ
ィ
ア
で

時
代
を
切
り
拓
い
て
き
た
サ
プ
テ
ィ
ー
株
式
会
社
だ
。

▪
東
京
五
輪
が
飛
躍
の
転
換
点

創
業
1
0
9
年
。
友
禅
染
め
職
人
で
あ
っ
た
初
代
齊
藤
甚
四
郎
が
、

の
れ
ん
や
国
旗
、
優
勝
旗
な
ど
宣
伝
物
の
染
色
事
業
を
始
め
た
の
が
発

祥
。
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
の
ご
成
婚
当
時
に
は
、
美
智
子
様
が
使
用
す

る
油
箪
を
手
染
め
で
製
作
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
で
は
、
サ
プ
テ
ィ
ー
が
、
五
輪
で

使
用
す
る
旗
染
め
の
9
割
程
度
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
4
代
目
の
齊
藤
壽
一
郎
社
長
は
「
前
回
の
東
京

五
輪
が
当
社
飛
躍
の
大
き
な
転
換
点
に
な
っ
た
」
と
説
明
す
る
。

以
降
、
高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
り
、
サ
プ
テ
ィ
ー
は
旗
や
幟
を
中
心
と
し
た
商
業
広
告
物
の
製
作
供
給
で

業
容
拡
大
し
た
が
、
見
逃
せ
な
い
の
が
数
々
の
先
進
技
術
を
確
立
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

1
9
7
1
（
昭
和
46
）
年
に
業
界
で
初
め
て
開
発
、
導
入
し
た
多
色
刷
り
を
可
能
に
す
る
全
自
動
大
型
捺
染
機

が
挙
げ
ら
れ
る
。
顔
料
を
捺
染
印
刷
す
る
機
械
で
、
当
時
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
に
同
種
の
マ
シ
ン
は
あ
っ
た

が
、
幟
な
ど
の
大
型
サ
イ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
転
用
は
難
し
く
、
か
つ

多
く
の
色
を
個
別
に
制
御
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
サ
プ
テ
ィ
ー

は
機
械
メ
ー
カ
ー
と
手
探
り
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
末
、
大
型
の
印
刷

版
を
使
用
し
た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
機
の
開
発
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

「
あ
く
ま
で
顧
客
の
高
度
な
要
求
に
応
え
る
の
が
目
的
。
変
化
を
厭

わ
ず
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
勢
が
当
社
の
基
本
姿
勢
」

（
齊
藤
社
長
）
と
話
し
、
サ
プ
テ
ィ
ー
は
、
他
社
に
先
駆
け
た
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
生
地
へ
の
印
刷
や
、
業
界
初
と
な
る
カ
ラ
ー
分
解
に
よ
る
写
真

印
刷
な
ど
の
実
現
に
加
え
、
上
海
工
場
設
立
な
ど
の
海
外
進
出
へ
も
挑

戦
し
て
き
た
。
齊
藤
社
長
は
「
時
代
の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら
、
全
社

旗
・
幟（
の
ぼ
り
）の
布
メ
デ
ィ
ア
で

進
化
を
続
け
る
1
0
0
年
企
業

サ
プ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

東京・銀座中央通りの街灯バナーを日の丸国旗に

〈経営理念〉
　1．�誠実な企業活動を通じて、社会から信

頼される企業を目指す
　2．�グローバルな事業展開の中で常に革新

を行い、顧客に魅力ある価値を提供で
きる価値創造企業を目指す

　3．世界で通用する会社を目指す
〈社是〉
　Think ＝考える

経営理念╱社是

齊藤　壽一郎 氏
代表取締役社長
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的
な
進
化
を
目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
強
調
す
る
。
ア

ナ
ロ
グ
な
布
メ
デ
ィ
ア
を
扱
い
な
が
ら
、
数
々
の
挑
戦
を
繰
り
返
し
て
き

た
こ
と
が
、
新
た
な
顧
客
を
呼
び
込
み
、
新
た
な
事
業
機
会
を
創
出
し
、

サ
プ
テ
ィ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
拡
大
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

▪
ス
ポ
ー
ツ
応
援
や
街
の
彩
り
に
貢
献

い
ま
、
サ
プ
テ
ィ
ー
は
、
次
の
1
0
0
年
を
見
据
え
て
い
る
。
旗
や

幟
、
垂
れ
幕
等
を
屋
内
、
屋
外
で
用
い
た
多
様
な
総
合
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
提
案
で
き
る
対
応
力
を
備
え
る
一
方
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
活
性
化
へ
の
貢
献
だ
。「
元
来
、
当
社
の
事
業
は
ス
ポ
ー

ツ
文
化
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高
い
」（
齊
藤
大
樹
常
務
）
と
し
、
プ
ロ

ア
マ
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
と
接
点
を
持
ち
な
が
ら
、
試
合
会
場
を
装
飾
す
る
大
型
幕
や
応

援
旗
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
。
さ
ら
に
街
自
体
を
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ラ
ッ
グ
、
バ
ナ
ー
や
幕
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
で
装
飾
し
な
が
ら
調
和
の
取
れ
た
景
観
に
仕
上
げ
る
シ
テ
ィ
ー
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
呼
ば

れ
る
動
き
へ
の
関
わ
り
も
増
え
て
お
り
、「
今
後
は
宣
伝
用
広
告
物
ば
か
り
で
は
な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
領
域

で
の
貢
献
を
視
野
に
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
役
立
て
て
い
き
た
い
」（
齊
藤
社
長
）
と
語
る
。
明
治

45
年
の
創
業
か
ら
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
を
歩
ん
で
き
た
サ
プ
テ
ィ
ー
は
、
令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
進
化

を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　齊藤社長が好んで掲げる「不易流行」を実践してきた老舗企業。誠実、
謙虚の本質を変えることなく、変化を重ねて進化する。旗・幟・幕という古
くからある布サインの文化を、時代のニーズに合わせて発展させてきた。そ
こにあるのは不変的な伝統技術に固執するのではなく、科学を貪欲に採り入
れ自らを変化させていく挑戦者の姿だ。良いモノや優れた技術だけでは通用
しなくなったいま、布メディアの新たな価値創出に向けて挑戦し始めたサプ
ティー。これからも業界の先駆者としてのポジションは変わらない。

創 業：
設 立：
所 在 地：
事業内容：

資 本 金：
社 員 数：

1912（明治 45）年
1950（昭和 25）年
東京都中央区日本橋堀留町 2-3-8 田源ビル 7F
旗・幕・バナー・のれん・工芸品などの制作および各種イベントの演
出に向けた、企画提案、装飾、施工、制作物の提供等
1億円
50名

URL：https://www.sapti.com/

●長寿の秘訣

●会 社 概 要

創業100周年記念史『不易流行』 1964年東京五輪で使用する装飾幕の製作風景

卓球の試合会場を装飾


